
ＥＳＤに資する里山の現代的利用 
～南海トラフ地震への対策をめざして～ 

  

  就実・森の学校 



 

就実・森の学校とは？ 



平成22年から里山整備に取りかかり、今年で9年目を迎えた。 



操山はこのような雑木林が中心だった。 

里山の変遷 

アラカシ・シラカシ・ヤマザクラ・マツ 



⇒ 

  

  山林整備 ⇒ モウソウ竹 ⇒ 

過 去 現 在 将来計画 

雑  木 
雑 木 

⇒ 
雑 木 

モウソウ竹 

1．山林整備・アカマツ植林 
    
2．文化遺産の保護保全 
 
3．南海トラフ地震対策活動 

就実・森の学校将来プラン 
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１．山林整備・・・竹林を抑え雑木林を守る 

竹 林 

雑木林 

アカマツ 
植林地 



竹林の整備作業 



整備された竹林や雑木林で遊ぶ子どもたち 



■ アカマツの植林 



植樹林の整備（年３回・・・中学・高校・生徒が中心） 



2．文化遺産の保護保全 

古墳時代後期の古墳が27基 



就実・森の学校 

古墳公園として整備 



３．南海トラフ地震対策活動 



◆ 30年以内に８０％の確立で発生と発表されている。 

◆ もし四国沖合で発生したとすると、児島湾には 
   ３時間後に約３ｍの津波が来ると発表されている。 



液状化危険度 

液状化とは？ 

液状化の危険度は高い 

液状化の危険度は極めて高い 

◆就実・森の学校 



津波マップ 

２－３ｍ 

１－２ｍ 

■ 就実・森の学校 



対  象：富山学区 ５，１０６世帯  
回収数：１、２４０  回収率：２４，２％ 

中区富山学区における 
     防災意識アンケート 
       平成２９年１月~２月 

地域の方々は「災害に対して安全」と考えており、
その傾向は女性より、男性が、また、高齢者より
若年層にその傾向が強い。 

ハザードマップ所有者は全世帯中約３０％。特に
若年層の所持率が低い。 
 ⇒ 危機意識の向上を図ることが求められる。 



地域で共に助け合うために防災協定を調印⇒防災訓練 



避難地としての「就実・森の学校」の整備 
         （中央右手に防災倉庫４棟が見える） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グランドの大きさ約１００ｍ×１００ｍ 





中学生による避難路の調査 

避難地図を作る 



避難路をふさぐ倒木の処理作業 



距離計による避難路の実測調査 



完成した避難路地図 全戸配布予定 



  
 避難訓練の実施 
 

  目 的 ： 巨大災害時の避難地（就実・森の学校）     
                       の確認及び避難生活体験 
     
  実施日：   平成30年12月8日（土） 
   
 参加者： 富山中学校・海吉本村・海吉中村町内会 
                      ２００名～３００名 
        
   主 催   ：   富山公民館  就実・森の学校 
  
        
   
   



私達が、陸の豊かさを守り、住み続けられる 
まちづくりを実現させていきます。 
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